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ヒーレント成長する SnO2であり、膜厚が厚くなると Snと SnO2の間にそれらのミスフィットを緩和するアモルファス
状のバッファ酸化錫が形成されることを明らかにしている。 




以上のように、本論文は液晶ディスプレイに多用されている ITO に代わる透明電極材料として SnO2に着目し、その
低抵抗化を達成するための成膜条件と酸化物形成現象を明らかにしており、学術的に重要な成果を上げている。併せ
て、低温・低加圧の固相接合プロセスを検討し、様々な狭ピッチ接合部に実用できる可能性を示している。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
